
ChatGPT に聞いてみた 痴漢は日本では自治体の迷惑条例扱い 

痴漢、盗撮、のぞき、淫行は日本では自治体の迷惑条例扱いになっていいる、欧米では 

ChatGPT: 

興味深いテーマですね。 

日本で「痴漢」「盗撮」「のぞき」「淫行」などが多くの場合、自治体の迷惑防止条例などで取り締ま

られているのに対し、欧米ではどう扱われているかについて、法律や社会の対応の違いを整理し

ます。 

1. 日本の扱い（ざっくり） 

• 痴漢（強制わいせつ） 

主に「刑法」強制わいせつ罪で処罰されることが多いが、 

逮捕や立件が難しい場合は、自治体の「迷惑防止条例」での処罰が使われることも多い。 

→ 条例違反だと軽い罰則（罰金など）もあるが、刑事罰より軽くなる傾向。 

• 盗撮・のぞき（盗撮行為） 

多くの自治体で「迷惑防止条例」によって規制されている。 

特に盗撮機器の所持や使用が禁止されている例も多い。 

• 淫行（児童・青少年淫行） 

「青少年保護育成条例」など自治体ごとに規制し、軽微な性的接触は条例違反で処理され

る場合が多い。 

ただし、児童買春・児童ポルノ禁止法など刑法上の重罪もある。 

2. 欧米の扱い（例：アメリカ・イギリス・ドイツなど） 

痴漢・性犯罪的な公共の場での触り行為 

• ほとんどの国で刑法上の性的暴行（Sexual Assault）に該当。 

• 一部地域では公共の場での露骨な性的嫌がらせを特別に規制する条例もあるが、基本的

に刑事罰で処理される。 

• 「痴漢」という言葉自体はないが、「不快な身体接触」「性的嫌がらせ」として厳しく処罰。 

盗撮・のぞき（スパイカメラ・隠し撮り） 

• 強力なプライバシー保護法や刑法の性犯罪条項で処罰。 

• 公共の場でも、本人の同意なしに性的な撮影を行うことは犯罪。 



• 「Voyeurism（のぞき）」は刑法上の犯罪で、多くの州や国で重罪扱い。 

• スマホの普及で盗撮犯罪の摘発が強化されている。 

淫行（特に未成年との性的行為） 

• 児童性的虐待・児童ポルノ法など厳格な刑事法律で規制。 

• 未成年との性的接触はほぼ例外なく重罪。 

• 児童福祉法や保護者権限での介入も強い。 

3. 大きな違いのポイント 

項目 日本 欧米 

法体系 条例＋刑法の二重構造で規制 主に刑法・連邦法による包括規制 

取締りの重

さ 
条例違反は軽罰多い ほぼ全て刑事罰で重罰対応 

社会的認

知 

痴漢や盗撮は「社会問題」として徐々に厳

罰化中 

性犯罪として社会的に強く非難、重罰傾

向 

被害者救

済 
相談窓口・支援制度ありだが、発展途上 

法的支援、心理ケア充実、被害者保護が

制度化 

4. まとめ 

• 日本では「痴漢」「盗撮」「のぞき」などは自治体の迷惑防止条例で規制されるケースが多

く、比較的軽い罰則で済むことが多い。 

• 欧米ではこれらの行為は主に刑法上の性犯罪やプライバシー侵害として扱われ、重い刑

罰が科されることが一般的。 

• 欧米の法制度は、公共の場での性的嫌がらせや盗撮に対しより強い抑止力と被害者保護

を意図していると言える。 
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